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国
特
別
天
然
記
念
物
ト
キ
の
放
鳥
受
け
入
れ
を
目
指
し
、
石
川
県
と
宝
達
志
水
町
以
北
の
能
登
９

市
町
や
関
係
団
体
は
６
日
、
協
議
会
を
発
足
さ
せ
た
。
能
登
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

（輪
島
市
）
で

開
か
れ
た
初
会
合
で
、
国
が
今
月
に
も
公
募
を
始
め
る
放
鳥
候
補
地
に
、
県
と
９
市
町
の
連
名
で
名

乗
り
を
上
げ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
会
長
に
就
い
た
馳
浩
知
事
は

「半
世
紀
ぶ
り
に
ト
キ
が
能
登
の

空
を
舞
う
夢
の
実
現
に
向
け

一
致
結
束
し
て
取
り
組
む
」
と
述
べ
た
。

県
と
９
市
町
連
名
で
リ
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発
肛コ
メL

能 登 地 域 トキ 放 鳥 受 入 推 進

協 議 会 の 初 会 合 で あ い さ つ

す る馳 知 事 =輪 島市 の能 登
空 港 タ ー ミナ ル ビル

知事「夢実現へ結束」

放
鳥
受
け
入
れ
へ
複
数
の
自

治
体
に
よ
る
協
議
会
を
設
置
し

た
の
は
全
国
初
と
な
る
。
放
鳥

候
補
地
は
３
カ
所
程
度
が
選
ば

れ
る
見
通
し
で
、
環
境
省
に
よ

る
と
、
正
式
に
名
乗
り
を
上
げ

た
の
は
石
川
が
初
め
て
。

発
足
し
た

「能
登
地
域
ト
キ

放
鳥
受
入
推
進
協
議
会
」
は
、

本
州
で
最
後
に
ト
キ
「能
里
」
が

捕
獲
さ
れ
た
穴
水
町
を
含
む
世

界
農
業
遺
産

「能
登
の
里
山
里

海
」
を
構
成
す
る
９
市
町
や
地

域
内
の
全
６
Ｊ
Ａ
と
２
森
林
組

合
の
ほ
か
、珠
洲
商
工
会
議
所
、

羽
昨
市
商
工
会
、
能
登
半
島
広

有
力
な
候
補
地

条
件
全
て
ク
リ
ア

県
側
は
、
能
登
は
餌
場
と
な

る
水
田
や

周
辺

の
森
林
の
面

積
な
ど
、
国
が
示
す
放
鳥
候
補

地
の
条
件
を
全
て
ク
リ
ア
し
、

域
観
光
協
会
、
日
本
旅
行
業
協

会
石
川
地
区
委
員
会
が
参
加
す

る
。
丸
山
利
輔
県
立
大
参
与
が

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る
。

環
境
省
か
ら

有
力
な
候
補
地

と
評
価
さ
れ
て
い
る
と
説
明
し

た
。今

年
度
は
、
７
～
９
月
に
県

民
の
機
運
醸
成
の
た
め
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
や
親
子
ト
キ
教
室
を

開
催
す
る
。
初
会
合
で
は
、
佐

渡
視
察
の
提
案
の
ほ
か
、
減
農

薬
栽
培
の
た
め
に
農
業
関
係
者

の
合
意
形
成
が
必
要
だ
と
の
指

摘
、
風
力
発
電
所
な
ど
が
ト
キ

の
放
鳥
に
影
響
を
与
え
な
い
か

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。

県
に
よ
る
と
、
９
～
１０
月
に

も
国
が
放
鳥
候
補
地
を
決
定
す

る
可
能
性
が
あ
る
。
候
補
地
決

定
後
、
国
と
佐
渡
市
、
候
補
地

に
よ
る
組
織
が
設
け
ら
れ
、
放

鳥
へ
の
情
報
共
有
を
図
る
。

環
境
省
は
昨
年
、
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染
症
リ
ス

ク
を
回
避
す
る
た
め
、
２
０
０

８
年
に
放
鳥
を
始
め
た
佐
渡
市

以
外
で
も
放
鳥
を
実
施
す
る
方

針
を
打
ち
出
し
て
い
た
。

令和4年 5月 7日
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県と9市町 名乗り上げる

放
鳥
地
応
募
決
め
る

石
川
県
は
六
日
、
国
際
保
護
鳥
ト
キ
の
野
鳥
放
鳥
を
巡
り
、
能
登

四
市
五
町
や
関
係
団
体
と
協
議
会
を
設

け
、
環
境
省
が
検
討
し
て
い
る
新
潟

・
佐
渡
島
以
外

の
放
鳥
候
補
地
に
九
市
町
と
連
名
で
応
募
す
る
こ
と
を

決
め
た
。
再
び
ト
キ
が
能
登
の
空
を
舞
う
日
を
目
指
す
が
、
課
題
は
多

い
。
　

（
田
嶋
豊
、
上
丼
啓
太
郎
）

農
林
業
へ
の
配
慮
、餌
場

課
題
多
く

協
議
会
は
、
世
界
農
業
遺
産

「
能
登
の
里
山
里
海
」
を
構
成

す
る
宝
達
志
水
町
以
北
の
九
市

町
や
経
済

、
農
業
団
体
、
森
林

組
合
な
ど
の
関
係
者
で
構
成
。

馳
浩
知
事
は
初
会
合
で

「
世
界

農

業

遺

産

の
付

加

価

値

を

高

め
る
も
の
で
あ
り
、
良
好
な
自

然
環
境
を
次
世
代
に
し

っ
か
り

と
継
承
し
、
能
登

の
発
展
、
活

性

化

を

図

り

た

い
」

と

述

べ

た
。初

会
合
で
は
、
珠
洲
市
の
泉

谷
満
寿
裕
市
長
は

「
能
登
が
世

界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
て
か

ら
十
年
。
ト
キ
の
放
鳥
は
次
の

十
年
に
向
け
て
の

一
つ
の
柱
に

な
る
」
と
強
調
。

「
農
業
、
林

業
で
の
配
慮
を
ど
こ
ま
で
や
れ

ば
い
い
の
か
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

や

勉

強

会

を

開

く

必

要

が

あ

る
」
と
指
摘
し
た
。

農
業

・
林
業
団
体
か
ら
は
餌

場
と
な
る
水

田
で
の
農
薬

、
化

学
肥
料
の
削
減
、
営
巣
す
る

マ

ツ
に
広
が
る
松
く
い
虫

の
被
害

対
策
に

つ
い
て
調
査
を
進
め
る

よ
う
求
め
る
声
も
。
は
く
い
農

業
協
同
組
合
の
山
本
好
和
組
合

長
は
会
合
後
の
取
材
に

「
農
薬

や
化
学
肥
料
を
減
ら
し
た
ら
収

穫
量
も
減
る
。
米
価
が
下
が
る

中
、
農
家
は
ま
す
ま
す
所
得
減

に
な
る
。
佐
渡
市
な
ど
か
ら
も

話

を

聞

き
、

慎

重

に
進

め

た

い
」
と
話
し
た
。

能
登
地
方
は
本
州
最
後
の
ト

キ

「
能
里

（
の
り
）
」
が
生
息

し
た
ゆ
か
り
の
地

。
安
定
的
な

生
息
の
た
め
に
は
年
間
通
し
て

餌
場
や
水
場
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
る
。
猛
き
ん
類
や
テ
ン
な

ど
の
天
敵
に
襲
わ
れ
た
例
も
あ

り
、
愛
好
家
ら
が
カ
メ
ラ
で
追

い
回
せ
ば
営
巣
を
止
め
て
し
ま

う
と
い
う
。
環
境
省

・
佐
渡
自

然
保
護
官
事
務
所
の
担
当
者
は

「
生
息
環
境
だ
け
で
な
く
、
ト

キ

ヘ
の
理
解
、
接
し
方
な
ど
社

会
環
境
の
整
備
も
必
要
だ
」
と

指
摘
し
て
い
る
。
佐
渡
で
は
長

年
か
け
て
減
農
薬

の
稲
作
や
冬

の
餌
場
作
り
を
し
て
い
る
。

環
境
省
は
五
月
に
自
治
体
公

募
を
始
め
、
本
年
度
内
に
も
放

鳥
候
補
地
と
し
て
三
カ
所
程
度

を
選
定
。
そ
の
後
、
佐
渡
の
取

り
組
み
例
な
ど
が
情
報
提
供
さ

れ
る
見
通
し
で
、
県
は
専
門
委

員
会
を

つ
く
り
、
生
患
環
境
調

査
や
整
備
な
ど
を
進
め
る
。

環
境
省
が
示
す

ロ
ー
ド

マ
ツ

プ
で
は

二
〇

二
六
～
二
九
年

ご

ろ

に
本

州

で

の
放

鳥

を

実

施

し
、
三
〇
～
三
五
年

ご
ろ
に
本

州
で
の
定
着
を
目
指
す
と
し
て

い
る
。

石川県羽昨市の田んぼに飛来
した トキ =2011年 2月 16日

ト
キ
の
野
生
放
鳥
　
野
生
下
に
お
け
る
昨
年
１２
月
末
時

点

の
生
存
個
体
数
は
推
定

で
４
７
８
羽
で
、
野
生
生
ま
れ

の
個
体
は
推
定
３
２
５
羽
。
昨
年
１０
月
ま
で
に
放
鳥
さ
れ
た
４
２

９
羽
の
う
ち
、
今
も
生
存
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
１
５
３
羽
だ

け
。
２
０
０
８
年
９
月
、
佐
渡
で
初
め
て
野
生
放
鳥
さ
れ
た
ト
キ

の
１
羽
が
能
登
地
方
に
飛
来
し
、
１６
年
秋
ま
で
輪
島
市
を
中
心
に

確
認
さ
れ
た
。
県
内

で
は
七
尾
市

で
の
１８
年
８
月
以
来
、
目
撃
情

報
は
な
い
と
い
う
。
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